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岐
阜
県
Ｉ
Ｔ
戦
略
産
業
経
済
会
議
を
開
催　
２

ベ
ン
チ
ャ
ー
ふ
れ
あ
い
の
場
、県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催　

３

組
合
等
の
動
き（
県
金
属
団
地
協
・
創
立　

周
年
記
念
式
典
、Ｇ
Ｆ
Ｆ
な
ど
）　

４
・
５

40

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ベ
ル
リ
ン
）　

６　

十
月
の
景
況
調
査　

７　

支
所
だ
よ
り　

８

事
務
局
だ
よ
り（
県
特
別
融
資
・
融
資
枠
拡
大
、産
業
別
最
低
賃
金
な
ど
）　

９

　

地
域
経
済
の
再
生
に
向
け
、

産
学
官
の
広
域
的
な
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
柱

と
す
る
、
経
済
産
業
省
の
『
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
（
地
域
再
生
産

業
集
積
）
計
画
』
が
動
き
出
し

た
。

　

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
長
引
く
不
況
の
中
で
、

地
域
経
済
は
地
方
財
政
、
国
家
財
政
の
悪
化
に
加
え
て
公

共
工
事
の
削
減
に
よ
り
、
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

わ
が
国
経
済
を
支
え
る
柱
の
一
つ
は
地
域
経
済
で
あ
り
、

日
本
経
済
の
再
生
に
は
地
域
経

済
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
は
、「
失
わ
れ

た
十
年
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
十
年
間
に
共
産
主
義
経
済

の
崩
壊
に
よ
り
、
世
界
的
に
市
場
経
済
と
な
り
、
Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）
に
よ
る
情
報
網
が
確
立
さ
れ
、
世
界
の
ど

こ
で
も
世
界
市
場
に
参
入
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
中
国
を
筆
頭
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
の
賃
金
が

日
本
に
比
べ
て
三
十
分
の
一
か
ら
五
十
分
の
一
と
い
う

低
賃
金
で
、
そ
こ
そ
こ
の
技
術
が
形
成
さ
れ
た
地
域
に
労

働
集
約
的
な
仕
事
を
中
心
に
流
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
が
日
本
の
地
域
経
済
に
直
接
的
な
打
撃
を
与
え
、

空
洞
化
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
少
子
・
高
齢
化
、
社
会
保
障
な
ど
将
来
の
不
安

か
ら
来
る
「
需
要
の
萎
縮
」、
潜
在
的
需
要
を
開
拓
で
き
な

い
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
・
経
営
革
新
）
の
欠

如
」
な
ど
が
、
わ
が
国
経
済
停
滞
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
で
は
、
こ
れ
ら
の

要
因
を
除
去
す
る
に
は
、
供
給
面
に
お
い
て
新
た
な
事
業

展
開
や
商
品
開
発
を
促
進
す
る
た
め
、
成
長
性
あ
る
新
規

分
野
を
開
拓
す
る
産
業
・
企
業
群
の
創
出
す
る
産
業
集
積

の
形
成
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

中
部
経
済
産
業
局
で
は
「
東
海
も
の
づ
く
り
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
産
・
学
・
官
が
連
携
し
た
広
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

廃
業
が
創
業
を
上
回
っ
て

い
る
現
状
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
六
〇
％
を
占
め
る
消
費

が
上
向
か
な
い
産
業
空
洞
化
の
減
少
、
過
去
の
シ
ス
テ
ム

か
ら
の
決
別
な
ど
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
具
体
的
に
は

①
産
学
官
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
②
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
技
術
開
発
の
推
進
③
起
業
家
育
成
施
設
（
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
）
の
整
備
―
等
で
あ
り
、
予
算
も
用
意
さ

れ
て
い
る
。

　

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
地
域
を
支
え
、
世
界
に
通
用

す
る
新
事
業
が
次
々
と
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画

地
域
経
済
に
活
力
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構
築
」（
中
間
報
告
）
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　

こ
の
中
間
報
告
は
、
岐
阜
県
の
情

報
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
中
心

と
し
て
県
内
の
優
位
な
情
報
イ
ン

フ
ラ
を
活
用
し
、
企
業
と
企
業
（
Ｂ 

ｔ
ｏ 
Ｂ
）、
企
業
と
消
費
者
（
Ｂ 
ｔ

ｏ 
Ｃ
）、
消
費
者
と
消
費
者
（
Ｃ 
ｔ

ｏ 
Ｃ
）
間
の
電
子
商
取
引
や
県
産
品
、

県
内
人
材
情
報
な
ど
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
「
仮
称
・
岐
阜

Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
ベ
ー
ス
に
、
県
内
産
業
界
が

主
体
と
な
っ
て
情
報
化
の
底
上
げ

を
目
指
す
こ
と
を
提
案
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
、「
提
案
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
時
代
の
必
然
性
」「
情
報

の
公
益
性
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
づ
く

り
」「
電
子
商
取
引
に
係
る
認
証
問

題
」「
コ
ス
ト
面
で
の
課
題
」「
ネ
ッ

ト
を
ま
と
め
た
と
き
の
企
業
側
の

メ
リ
ッ
ト
」
な
ど
多
く
の
課
題
、
問

題
点
な
ど
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

今
後
も
委
員
か
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
て
、
同
会
議
及
び
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
で
検
討
を
行
い
な
が
ら

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
辻
会
長
は
「
Ｉ
Ｔ
化
の

波
は
確
実
に
進
展
し
て
い
る
。
県
内

中
小
企
業
は
こ
の
波
を
事
業
に
活

か
す
た
め
に
も
、
会
議
で
の
意
見
、

提
案
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
事

業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

　

同
会
議
（
四
十
団
体
（
三
十
八

人
））
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

取
り
ま
と
め
た
「
産
業
と
県
民
（
消

費
者
）
の
情
報
化
を
目
的
と
し
た
Ｉ

Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
情
場
）
の

　

岐
阜
県
Ｉ
Ｔ
戦
略
産
業
経
済
会

議
（
辻
正
議
長
、
事
務
局

：

岐
阜
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
）
が
十
二
月

五
日
、
岐
阜
県
庁
の
四
階
・
特
別
会

議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

Ｉ
Ｔ
戦
略
産
業
経
済
会
議
・
第
３
回

女
性
も�
プ
ロ
意
識
�を

組
合
女
性
職
員
を
対
象
に
懇
談
会

　

中
央
会
は
十
一
月
十
三
日
、『
組
合

女
子
職
員
の
役
割
と
今
後
の
あ
り
方
』

を
テ
ー
マ
に
、中
小
企
業
診
断
士
の
澤

芳
美
氏
を
招
き
、参
加
し
た
組
合
女
性

職
員
十
七
人
と
組
合
運
営
問
題
懇
談

会
を
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
催
し

た
。

　

澤
氏
は
、女
性
は
男
性
に
比
べ
て
仕

事
に
対
す
る
プ
ロ
意
識
が
低
い
傾
向

に
あ
る
と
指
摘
し
、女
性
に
も
プ
ロ
意

識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
�
プ
ロ
十

訓
�
に
つ
い
て
説
明
。

　
「
プ
ロ
と
言
わ
れ
る
人
は
、
①
仕
事

に
情
熱
を
持
つ
②
不
可
能
を
可
能
に

す
る
③
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
つ

④
先
を
読
ん
で
仕
事
を
す
る
⑤
目
標

を
持
つ
⑥
現
状
に
満
足
し
な
い
⑦
結

果
に
責
任
を
持
つ
⑧
常
に
全
力
投
球

⑨
甘
え
な
い
⑩
能
力
向
上
の
た
め
に

常
に
努
力
す
る
。仕
事
に
行
き
詰
ま
っ

た
時
な
ど
に
こ
れ
を
思
い
出
し
て
頑

張
っ
て
欲
し
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

組
合
運
営
問
題
懇
談
会

岐
阜
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
提
案

岐
阜
県
Ｉ
Ｔ
戦
略
産
業
経
済
会
議



　

中
央
会
で
は
、
十
一
月
二
十
一
日

に
『
ベ
ン
チ
ャ
ー
ふ
れ
あ
い
の
場
開

催
事
業
』
と
し
て
「
な
ん
で
も
相
談

（
個
別
相
談
）」
と
「
創
業
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
県
民
ふ

れ
あ
い
会
館
で
開
催
し
た
。

　

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
目
指

す
方
々
を
対
象
に
、
個
別
相
談
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。

　

第
一
部
の
「
な
ん
で
も
相
談
（
個

別
相
談
）」
で
は
弁
理
士
や
税
理
士
な

ど
六
人
の
専
門
家
を
招
き
、
中
小
企

業
者
の
皆
さ
ん
が
新
商
品
・
販
路
開

拓
や
創
業
の
方
法
、
労
務
・
財
務
関

　

中
央
会
と
�
地
球
環
境
村
ぎ
ふ
、

県
産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡
協
議
会
共

催
の
『
岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
十
二
月
十
日
に
大
垣

市
の
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
で
開
催
し
、

企
業
や
組
合
等
か
ら
約
二
百
人
が
参

加
し
た
。

専
門
家
に
よ
る
個
別
相
談
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基
調
講
演
で
は
㈱
廃
棄
物
政
策
研

究
所
の
和
田
英
樹
代
表
取
締
役
が

「
循
環
型
社
会
は
企
業
に
も
や
さ
し
い

か
？
」と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

講
演
で
は
、
循
環
型
社
会
を
形
成

す
る
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
法
な

ど
を
説
明
し
な
が
ら
、
市
場
規
模
二

十
〜
三
十
兆
円
と
言
わ
れ
る
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
「
企
業
は
収
益
が
生

ま
れ
な
い
中
で
更
な
る
環
境
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス

も
注
目
さ
れ
て
い
る
割
に
具
体
的
な

収
益
事
業
が
見
え
て
こ
な
い
の
が
現
実
。

ま
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
は
、地
域

問
題
志
向
、社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
革
、企

業
や
行
政
、
研
究
機
関
や
住
民
な
ど

全
セ
ク
タ
ー
の
連
携
と
い
っ
た
方
向
性

が
重
要
」と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
県
内
の
三
企
業
が
再
利
用
の

事
例
発
表
を
行
い
、
企
業
関
係
者
の
関

心
を
集
め
た
。。

　

岐
阜
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
連

合
会
（
宮
地
吾
郎
理
事
長
）
は
、
十

月
三
十
一
日
に
土
岐
市
下
石
町
で
陶

磁
器
廃
石
こ
う
型
の
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
建
設
の
安
全
祈
願
を
行
っ
た
。

　

同
連
合
会
、
県
、
東
濃
西
部
三
市

一
町
が
下
石
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合

保
有
の
代
替
地
で
業
者
に
業
務
委
託

し
、
既
に
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
施

設
の
認
定
も
受
け
て
お
り
、
来
春
の

稼
動
予
定
。

係
な
ど
の
相
談
に
訪
れ
、
延
べ
十
八

件
の
相
談
に
助
言
を
行
っ
た
。

　

第
二
部
の
「
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
は
約
百
人
が
参

加
。
パ
ネ
ラ
ー
各
氏
の
体
験
談
を
も

と
に
、
新
商
品
（
製
品
）、
新
シ
ス
テ

ム
開
発
に
お
け
る
諸
問
題
の
解
決
・

克
服
過
程
と
創
業
の
際
の
心
構
え
等

や
成
功
事
例
を
発
表
し
、
経
営
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
『
組
合

活
性
化
情
報
』
冬
季
号
（
第　

号
）

８７

で
紹
介
致
し
ま
す
。

　

専
門
家
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及

び
パ
ネ
ラ
ー
は
次
の
と
お
り
。

【
第
一
部
】《
専
門
家
》
▽
樋
口
武
尚

氏
＝
樋
口
国
際
特
許
事
務
所
長
（
弁

理
士
）
▽
今
尾
信
一
郎
氏
＝
今
尾
会

計
事
務
所
長
（
税
理
士
）
▽
伏
屋
喜

雄
氏
＝
伏
屋
社
会
保
険
労
務
士
事
務

所
長
（
社
会
保
険
労
務
士
）
▽
伊
藤

猛
雄
氏
＝
岐
阜
県
中
小
企
業
支
援
セ

ン
タ
ー
・
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
中

小
企
業
診
断
士
）
▽
坂
口
忠
幸
氏
＝

岐
阜
県
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・

サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
岐
阜
県
技
術

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
▽
池
田
眞
澄
氏
＝

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
組

織
指
導
チ
ー
ム
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー

【
第
二
部
】《
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
》

▽
坂
口
忠
幸
氏（
前
掲
）《
パ
ネ
ラ
ー
》

▽
藤
原
雅
章
氏
＝
㈱
フ
ォ
ス
・
取
締

役
（
ボ
ッ
ク
ス
式
わ
さ
び
栽
培
装
置
・

栽
培
方
法
の
販
売
）
▽
古
田
和
夫
氏

循
環
型
社
会
の
形
成

県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

＝
㈱
ク
リ
エ
ー
ト
ー
サ
ン
・
代
表
取

締
役
（
炭
化
・
焼
成
装
置
の
開
発
・

販
売
）
▽
森
田
槇
子
氏
＝
㈱
ベ
ル
・

代
表
取
締
役
（
人
材
派
遣
）
▽
各
務

寛
治
氏
＝
㈱
ぎ
ふ
セ
ラ
シ
ス
・
代
表

取
締
役
（
外
壁
等
の
タ
イ
ル
パ
ネ
ル

の
製
造
・
販
売
）

岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

ベ
ン
チ
ャ
ー
ふ
れ
あ
い
の
場
開
催

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
約
百
人
参
加

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
建
設

岐
陶
工
連

万一の事故から�
　　　　あなたの財産を守る�
　　　　　　　　　　火災共済�！！�

普通火災共済・総合火災共済の�

岐阜県火災共済協同組合�
岐阜市六条南2丁目11-1�
TEL（058）272-3555（代）�

�
…「　

世
紀
の
水
環
境
づ
く
り
国
際
会
議
」開
催
。平
成　

年
２
月
２
日　

・
３
日　

、長
良
川
国
際
会
議
場
・
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
他
。

21

14

（土）

（日）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詳
し
く
は
、岐
阜
県
環
境
管
理
課
内　

同
会
議
実
行
委
員
会
事
務
局
・
�
〇
五
八（
二
七
二
）一
一
一
一（
内
線
二
六
九
六
）ま
で
。



注
会
』
を
開
催
し
た
。

　

同
ウ
ィ
ー
ク
で
は
、
中
央
会
補
助

事
業
の
「
連
携
組
織
調
査
開
発
等
支

援
事
業
」
の
試
作
・
求
評
事
業
に
取
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岐
阜
県
金
属
工
業
団
地
協
同
組
合

（
�
橋
敏
博
理
事
長
）
は
、
十
一
月
十

六
日
、『
創
立　

周
年
記
念
式
典
』
を

４０

岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、

来
賓
や
組
合
関
係
者
ら
約
百
五
十
人

が
新
た
な
門
出
を
祝
っ
た
。

　

同
組
合
は
、
昭
和
三
十
六
年
創
設

の
「
工
場
等
集
団
化
事
業
」
に
よ
り
、

全
国
で
第
一
号
の
集
団
化
団
地
と
し

て
同
年
に
設
立
。
以
来
、
団
地
の
設

備
・
技
術
の
近
代
化
・
高
度
化
、
共

同
経
済
事
業
や
情
報
提
供
事
業
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
県
経
済
の

発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。

　

�
橋
理
事
長
は
「
先
人
の
理
念
で

あ
る
�
相
互
扶
助
�
と
�
協
同
と
調

和
�
の
精
神
を
守
り
続
け
、
今
後
も

団
地
六
十
社
が
手
を
携
え
、
全
国
の

工
場
団
地
の
推
進
役
と
し
て
、
ま
た

創
造
性
に
富
ん
だ
企
業
集
団
と
し
て

新
分
野
開
拓
、
国
際
化
へ
の
事
業
展

開
等
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
」
と
、
決
意
を
新
た
に
し
た
。

二
〇
〇
二
春
物
新
作
展
示
受
注
会

金
属
団
地　

・
創
立　

周
年
記
念
式
典

（協）

40

　

ま
た
、
組
合
功
労
者
表
彰
も
行
わ

れ
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
高
橋
晴

樹
理
事
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

組
合
功
労
者
は
次
の
と
お
り
。

　

岩
井
基
次
（
三
星
工
業
㈱
）、
故
西

田
千
代
一（
㈱
東
海
パ
ウ
デ
ッ
ク
ス
）、

林
鍵
三
（
㈱
常
盤
電
機
）、
和
田
茂

（
和
田
工
業
㈱
）、柳
原
弘（
㈱
鵜
飼
）、

徳
田
周
作
（
徳
田
工
業
㈱
）、
森
田
利

夫
（
㈱
森
田
木
型
製
作
所
）、
横
山
清

進
（
㈱
サ
ク
ラ
ダ
工
業
）、
松
岡
弘
明

（
新
東
海
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
㈱
）

り
組
み
、
会
員
十
二
社
の
個
性
化
と
、

共
同
で
素
材
企
画
等
の
研
究
・
新
商

品
を
開
発
。
全
国
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら

求
評
を
得
る
こ
と
で
新
た
な
ミ
セ
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
構
築
を
目
指
し
た
。

　

展
示
会
は
「
花
衣
」
を
テ
ー
マ
に
、

安
心
感
の
あ
る
柔
和
な
色
使
い
と
、

軽
量
感
の
あ
る
天
然
素
材
を
使
用
す

る
な
ど
、
現
代
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
商
品
を
ト
ー
タ
ル
に
提
案
し
、

全
国
か
ら
訪
れ
た
バ
イ
ヤ
ー
ら
に
好

評
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
十
二
月
五
日
か
ら
は
�
岐

阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
連
合
会
（
足

立
幸
太
郎
理
事
長
）、
岐
阜
市
主
催
の

『
第　

回
岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ

４１

ア
』（
Ｇ
Ｆ
Ｆ
）
が
「
ぱ
・
る
・
る
プ

ラ
ザ
岐
阜
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
式
で
足
立
理
事
長
は
「
岐
阜

ア
パ
レ
ル
は
伝
統
と
文
化
が
融
合
し

た
も
の
づ
く
り
に
向
け
て
、
会
員
が

夢
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

「
想
い
を
形
に
―
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ

ブ
・
ラ
イ
フ
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
春

夏
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
シ
ー
ン
に
合
わ
せ
、
新
し
い
岐
阜

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
提
案
。
九
日
に
は

一
般
参
加
者
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
た
。

　

四
日
間
で
約
九
千
六
百
人
と
、
昨

年
を
上
回
る
来
場
者
数
で
賑
わ
っ
た
。

　

岐
阜
県
家
具
工
業
組
合
（
野
田
豪

一
理
事
長
）
は
、
十
一
月
二
十
日
か

ら
四
日
間
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
た
『
二
〇
〇
一
東
京
国
際
家

具
見
本
市
』
に
出
展
し
た
。

　

こ
の
見
本
市
は
、
二
十
四
の
国
・

地
域
か
ら
約
五
百
三
十
社
が
最
新
の

家
具
、
イ
ン
テ
リ
ア
製
品
を
出
展
す

る
世
界
で
も
有
数
の
国
際
家
具
展
示

会
。

　

今
回
は
、
組
合
員
八
社
が
百
五
十

点
出
品
。
付
加
価
値
の
高
い
、
環
境

に
優
し
い
家
具
を
提
案
し
、
デ
ザ
イ

ン
・
機
能
・
材
質
な
ど
高
品
質
な

「
岐
阜
の
家
具
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

ぎ
ふ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

（
山
内
道
夫
会
長
）
は
、
十
一
月
七

日
か
ら
三
日
間
、
グ
ラ
ン
パ
レ
ホ
テ

ル
で
『
二
〇
〇
二
春
物
新
作
展
示
受

創
造
性
に
富
む
企
業
集
団
へ

県
金
属
団
地　

・
創
立　

周
年

（協）

４０

新
し
い
岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
提
案

第　

回
Ｇ
Ｆ
Ｆ
な
ど
開
催

４１
第　

回
岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア

41

「
岐
阜
の
家
具
」Ｐ
Ｒ

東
京
国
際
家
具
見
本
市

東
京
国
際
家
具
見
本
市
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�
岐
阜
県
産
業
経
済
振
興
セ
ン

タ
ー
、
岐
阜
県
異
業
種
グ
ル
ー
プ
交

流
推
進
協
議
会
ほ
か
主
催
の
『
二
〇

〇
一
異
業
種
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム 　
 
ぎ
in

ふ
』
が
、
十
一
月
十
二
日
に
未
来
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

十
四
回
目
の
今
回
は
「　

世
紀
の

２１

勝
ち
組
企
業
と
な
る
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
。

　

ま
ず
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
報
道
キ
ャ
ス

タ
ー
の
黒
岩
祐
治
氏
が
「　

世
紀
！

２１

ど
う
な
る
日
本
の
政
治
と
社
会
」
と

題
し
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　

黒
岩
氏
は
、
現
在
の
日
本
企
業
の

あ
り
方
を
危
惧
し
、「
競
争
社
会
の
中

で
、
日
本
企
業
は
日
本
的
経
営
の
良

さ
を
忘
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
日
本
特

有
の
�
均
質
な
労
働
力
�
と
い
う
す

ば
ら
し
い
も
の
を
再
認
識
す
べ
き
」

と
指
摘
。
Ｉ
Ｔ
革
命
に
つ
い
て
は「
産

業
構
造
の
変
化
が
本
来
の
革
命
。
農

業
革
命
、
産
業
革
命
に
次
ぐ
第
三
の

革
命
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
革
命
も
、
生
活
・

社
会
構
造
そ
の
も
の
を
根
本
的
に
変

え
て
い
く
革
命
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

本
当
の
Ｉ
Ｔ
革
命
は
こ
れ
か
ら
始
ま

り
、
大
変
革
期
を
迎
え
る
。
企
業
は
、

そ
の
中
に
あ
る
チ
ャ
ン
ス
を
ど
う
つ

か
む
か
が
重
要
」
と
語
っ
た
。

　

続
い
て
、
㈱
丸
富
精
工
の
野
田
博

　

高
田
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合（
加
藤

修
一
理
事
長
）
の
青
年
部
は
、
十
一
月

十
二
日
か
ら
三
日
間
、県
民
ふ
れ
あ
い

会
館
で
開
催
さ
れ
た『
寄
せ
植
え
華
道

発
表
会
』
岐
阜
会
場
（
寄
せ
植
え
華
道

研
究
会
主
催
、
出
品
数
二
百
四
十
点
）

に
寄
せ
植
え
鉢
を
出
品
し
た
。

　

寄
せ
植
え
華
道
は
、
鉢
花
寄
せ
植

え
の
技
術
に
華
道
（
生
け
花
）
や
盆

栽
等
の
�
和
�
と
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
等
の
�
洋
�
を

融
合
さ
せ
た
も
の
。

　

発
表
会
に
は
、
高
田
焼
「
染
付
寄

せ
植
え
鉢
」
を
五
点
出
品
し
、
多
く

の
来
場
者
は
、
鉢
の
落
ち
着
い
た
デ

ザ
イ
ン
に
関
心
を
示
し
て
い
た
。

高
田
陶
磁
器
工
業　

寄
せ
植
え
鉢

（協）

二
〇
〇
一
異
業
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
ぎ
ふ

代
表
取
締
役
が
「
ク
リ
ー
ン
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
」、
㈱
レ
ミ
ッ
ク
マ
ル
ハ
チ

の
山
下
八
起
専
務
取
締
役
が
「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
の
開

発
」、
㈱
マ
ル
井
高
井
の
高
井
美
智
子

代
表
取
締
役
が
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
事
例
研

究
発
表
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
岐
阜
大
学
地
域
共
同
研
究

セ
ン
タ
ー
長
の
堂
本
邦
明
教
授
が

「
岐
阜
大
学
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
に

つ
い
て
」
と
題
し
講
演
を
行
っ
た
。

日
本
的
経
営
の
再
認
識
を

異
業
種
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム　

ぎ
ふ

in

寄
せ
植
え
鉢
出
品

高
田
陶
磁
器
工
業　
（協）

パートタイム労働者の雇用管理改善に�パートタイム労働者の雇用管理改善に�

専門のアドバイザーがパートタイマーの雇用管理の�
改善に様々なお手伝いをいたします。�
事業主向けのセミナーも開催しています。�
すべて無料です。お気軽にご相談ください。�
�

●パートタイマーを雇いたいが、注意点は●パートタイマーを雇いたいが、注意点は?�?�
●就業規則や賃金の規定などのことを教え●就業規則や賃金の規定などのことを教え��
　てほしいが　てほしいが?�?�
●パートタイム助成金のことについて詳し●パートタイム助成金のことについて詳し��
　く知りたい　く知りたい??　　など�

パートタイム労働者の雇用管理改善に�パートタイム労働者の雇用管理改善に�パートタイム労働者の雇用管理改善に�

●パートタイマーを雇いたいが、注意点は?�
●就業規則や賃金の規定などのことを教え�
　てほしいが?�
●パートタイム助成金のことについて詳し�
　く知りたい?
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

メッセの国 ドイツ
岐阜県ベルリン駐在員　横　幕　　哲　也

『アンビエンテ』展示会場〔写真：ジェトロ（日本貿易振興会）〕

●ドイツは世界一のメッセ立国
　メッセ（［見本市］を意味するドイツ語）はドイツの顔である。今
年は全世界で開かれた国際見本市の約３分の２に当たる１３３
のメッセがドイツで開催され、１８０カ国以上から出展者や入場者
が訪れた。「ドイツ産業展示・見本市委員会」によれば、出展社
総数は約１７．１万社（うち半数近い８．４万社が外国からの参加）、
入場者数は約１，０７０万人（うち約２割が外国人）、展示面積は
約７２０万㎡となった。米国同時テロ事件の影響により９月以降に
開催されたメッセでは出展キャンセルや入場者数の減少が見ら
れたものの、いずれも前年を上回る結果を示しており、ドイツが名
実ともに世界Ｎｏ．１のメッセ立国であることを如実に物語っている。

●専門メッセが主流
　メッセには総合見本市と専門見本市があり、出展者にとっても
バイヤーにとっても取扱製品に合わせて参加するメッセを絞り込
める専門メッセが近年の主流となっているが、幅広い製品分野
をカバーする総合メッセも、直後の取扱商品の他に関連商品な
どの幅広い情報を得られる場として根強い人気がある。

●出展者の多くは中小零細企業
～メッセは生き残りを賭けた真剣勝負の場～

　メッセに出展するドイツ企業には国際的知名度の高い大企業
も多いが、その多くは中小零細企業である。これはドイツの産業
構造に由来するもので、例えば経済の基盤をなす工業部門には
約５万社の企業があるが、従業員数が１，０００人を上回る企業は
１．９％に過ぎず、４分の３近くが１００人未満の中小零細企業であ
る。ドイツのメッセは、このようにドイツの産業を支える中小零細企
業が独自の技術や製品を携えて国際競争の荒波に乗り出し、
マーケットリサーチ、新製品の発表、業界の動向調査を行うととも
に商談相手を獲得するための場であり、そのために１社平均
５７，６００マルク（約３３０万円）の経費を投じている。つまり、彼らに
とってメッセは単なる展示会ではなく、生き残りを賭けた真剣勝負
の場なのである。このことは、製品情報の流出を防ぐために、大
半のメッセで写真撮影が禁止されていることからも伺える。

●県内企業１５社も出展
　ドイツで開催されているメッ
セには、７大地場産業（注１）、新
７大産業（注２）を初めとする県
内産業に相応しいものも少なく
ないと思われるが、県内企業が
出展しているのは、『国際緑の
週間』（ベルリンで例年１月に
開催される食品メッセ。酢醸造
メーカー１社が出展）、『アンビ
エンテ』（フランクフルトで例年２月に開催される消費財総合メッ
セ。刃物、紙製品、陶磁器などのメーカー１２社が出展。うち１１社
は�県産業経済振興センターのとりまとめによる）、『プルミエー
ル』（フランクフルトで例年１月に開催される文具メッセ。紙製品
メーカー１社が出展）、『ＧＡＦＡ』（ケルンで例年９月に開催さ
れるガーデンメッセ。ガーデニング用機器メーカー１社が出展）
の４メッセである。当事務所では県内企業のメッセ出展状況を
全てを把握していないので、これをもって動向を評価することは
できないし、また海外の国際見本市への出展の意義や効果につ
いては様 な々議論があると思うが、やや出展企業が少ないので
はないかという印象を受ける。

●瑞浪陶磁器工業協同組合の出展に期待
　中国・台湾のＷＴＯ加盟により一層苛烈さを加えることが確
実な国際競争に岐阜県の中小零細企業が勝ち抜くための手段
として、もっと多くの県内企業でメッセ出展が検討されても良い
のではないだろうか。その意味で、瑞浪陶磁器工業協同組合が
来年から上記『アンビエンテ』と『テンデンス』（フランクフルトで
例年８月に開催される消費財総合メッセ）に出展する運びとなっ
たことは、一企業単独ではなく地域業界団体としての出展という
点で大いに注目されるものであり、今後の展開に期待したい。
注１：陶磁器、刃物、繊維、木工・家具、紙、プラスチック、食品
注２：情報、バイオテクノロジー、航空宇宙、新素材、デザイン、イ

ベント・コンベンション、健康
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県内中小企業主要業種の景気動向
（１０月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

１０月景況調査

ま
た
、公
共
工
事
に
動

き
が
出
て
き
た
地
域

が
あ
る
が
前
年
同
月

比
で
は
減
少
、消
費
も

引
き
続
き
低
迷
し
て

お
り
、先
行
き
不
透
明

感
が
強
い
。

明
る
い
材
料
見
ら
れ
ず

マ
イ
ナ
ス
要
因
目
立
つ

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た『
十
月
の
特
色
』と『
一
月
ま
で
の
景

況
の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
十
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
景
況
悪
化
が
続
き
、不
況
感
強

ま
る
②
消
費
低
迷
続
く
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
月
の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、

４６

前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
１
ポ
イ

４７

ン
ト
の
改
善
と
な
っ
て
い
る
。

　

収
益
・
資
金
繰
り
状
況
も
依
然
厳
し
い
中
で
、

米
国
の
同
時
多
発
テ
ロ
、狂
牛
病
の
影
響
、公
共

工
事
の
低
調
な
ど
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
多
い
状
況
。

　

季
節
要
因
の
売
上
増
に
よ
り
景
況
感
が
前
月
比
好

転
し
た
の
は
、米
菓
、集
成
材
、自
動
車
タ
イ
ヤ
整
備
。

ま
た
、景
況
感
悪
化
業
種
が
特
に
多
い
の
は
、繊
維
・

同
製
品
、機
械
・
金
属
、小
売
業
、サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
。

　
〔
一
月
ま
で
の
見
通
し
〕一
月
ま
で
の
景
気
動
向
予

想
は
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、当
月
実
績

６６

の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
、　

ポ
イ
ン
ト
の

４６

２０

大
幅
な
悪
化
予
想
。　

　

米
国
の
同
時
多
発
テ
ロ
、狂
牛
病
問
題
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
、公
共
工
事
も
先
行
き
不
透
明
の
マ
イ
ナ

ス
要
因
が
強
く
、明
る
い
材
料
が
見
出
せ
な
い
状
況

に
あ
る
。

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種
→▲△▲▲△プ ラ ス チ ッ ク
→△△▲△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲▲▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△△○△タ イ ル
→△△△△△窯 業 原 料
→△△▲△△耐 火 れ ん が
→▲▲▲▲▲石　 　 灰
→△△△○○生　 コ　 ン
→△△△○△砂 利 生 産
→△△○○○砕 石 生 産
→▲△▲▲▲鋳　 　 物
→▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
→▲△△△△刃物等金属製品 （内需） 
→▲▲▲▲△メ　 ッ　 キ
－－－－－－県 金 属 工 業 団 地
→▲△△▲▲可 児 工 業 団 地
→▲▲△△△金　 　 型
→▲△△○○機械工具・工作機械
→▲▲▲▲▲電 気 機 械 器 具
→△△△△▲輸 送 機 器
→△△○○○各種物産品（観　 光）
→▲△△○○各種物産品（ギフト）
→▲△▲▲▲陶　 磁　 器
→△－△△△総 合 卸 売 業
→△－△△△青　 　 果
→△△△△△水　 産　 物
→▲－▲－▲家 電 機 器 販 売
→▲△△△△メ ガ ネ 販 売
→▲△△△△中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△○○味 噌 ・ 醤 油
→▲▲▲△△豆 腐 製 造
→▲△▲▲▲食 肉 （ 国 産 ）
→△△△△△菓　 　 子

→○△▲○○米　 　 菓
→▲△△○○酒　 　 造
→△△○▲▲米　 　 穀
→△▲△△△ね　 ん　 糸
→▲△▲○△織 物 染 色
→▲△△△△ニ ッ ト 工 業
→▲▲△▲△毛　 織　 物
→△△▲△△合 成 繊 維 織 物
→▲△▲▲▲ニ ッ ト 雑 貨
→▲△△▲▲靴　 　 下
→▲△△△○メ ン ズ ア パ レ ル
－－－－－－婦 人 ・ 子 供 服
→▲－▲△△縫　 　 製
→▲△△△○製　 　 材

→○△○○○銘　 　 木
→△△△△△集　 成　 材
→▲△△▲▲家 具 （ 美 濃 ）
→△△△○○家 具 （ 飛 騨 ）
→▲△△△△東 濃 ひ の き
→△△△○○家　 庭　 紙
→△△▲▲▲特　 殊　 紙
→▲▲▲▲▲紙　 加　 工
→△○▲△△印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△△石 油 製 品 販 売
→▲▲▲△△共 同 店 舗
→▲▲▲▲▲岐 阜 市 商 店 街
→▲▲▲▲▲大 垣 市 商 店 街
→▲－▲▲▲多 治 見 市 商 店 街
→△△△－○恵 那 市 商 店 街
→△－▲－△高 山 市 商 店 街
→△△△○○車 体 整 備

→△－△－△タ イ ヤ 整 備
→▲▲△△△長 良 川 畔 旅 館
→△△△△△下 呂 温 泉 旅 館
→▲△△△△高 山 旅 館
→▲▲△○○ク リ ー ニ ン グ
→○△○○○広 告 美 術
－－－－－－情 報 サ ー ビ ス 業
→△△△△△映 像 制 作
→▲△▲▲▲飲　 食　 業
→△△△○○土 木 （ 岐 阜 ）
→△△△▲－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△○△土木・建築（羽島）
→▲△▲▲▲建 築 （ 各 務 原 ）
→▲△▲△△鋼 構 造 物
－－－－－－電 気 工 事
→△△△△△管 設 備 工 事
→△△△△△建 築 板 金
→△△△△△建　 　 具
→▲－▲▲▲産直住宅（付知地区）
→△△△△△貨物運送（岐阜地区）
→△－△○○貨 物 運 送 （ 県 域 ）
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地
場
産
業
の
景
況
が
悪
化
す
る
に

つ
れ
、
組
合
員
の
減
少
が
続
く
業
界

組
合
で
は
、
深
刻
な
財
源
不
足
と
な

り
、
組
合
の
存
続
危
機
を
迎
え
て
い

る
事
例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
組
合
の
統
廃
合
が
議
論
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

支
所
管
内
で
も
、
過
去
に
陶
磁
器

業
界
で
二
例
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
組
合
の
統
合
・
合
併
に

つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
統
合
」は
、法
律
に
基
づ
く
手
続
き
上

の
表
現
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
組
織
の

一
本
化
に
向
け
て
一
つ
又
は
複
数
の

組
合
が
解
散
、清
算
を
行
う
も
の
で
す
。

　

法
的
な
解
散
、
清
算
手
続
き
を
行

い
、
清
算
所
得
に
対
し
て
は
課
税
さ

れ
る
の
で
、
土
地
売
却
に
よ
る
売
却

益
が
出
た
場
合
は
納
税
が
発
生
し
ま

す
。

　

一
方
「
合
併
」
は
、
複
数
の
組
合

の
う
ち
、
一
つ
を
残
す
場
合
を
「
吸

収
合
併
」、
す
べ
て
を
消
滅
さ
せ
、
新

組
合
を
設
立
す
る
場
合
を
「
新
設
合

併
」
と
い
い
ま
す
。

飛
騨
古
川
駅
は
、
県
道
古
川
停
車
場

線
で
市
街
地
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、

乗
降
客
は
年
間
約
二
十
四
万
人
、
バ

ス
発
着
台
数
は
一
日
平
均
九
十
台
。

　

計
画
で
は
、
有
名
な
古
川
祭
り
の

「
起
こ
し
太
鼓
の
里
」
や
三
寺
参
り

で
知
ら
れ
る
寺
院
な
ど
を
巡
る
と
い

う
情
緒
あ
る
周
遊
コ
ー
ス
を
設
定
す

る
予
定
で
あ
る
。　

　

ま
た
、
町
の
中
心
部
に
は
図
書
館

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
多
目
的

施
設
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」、
町
民

が
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ

‐m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
渡
辺
瑞
枝

東
濃

支
所
だ
よ
り

　

飛
騨
の
代
表
的
観
光
地
、
吉
城
郡

古
川
町
は
、
Ｊ
Ｒ
飛
騨
古
川
駅
前
広

場
の
整
備
を
は
じ
め
と
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
総
合
支
援
事
業
計
画
」
を
明

ら
か
に
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
町
の
中
心
部
を
観

光
名
所
の
古
い
町
並
み
等
の
伝
統
的

な
景
観
に
合
わ
せ
て
整
備
し
、
生
涯

学
習
施
設
や
Ｉ
Ｔ
施
設
な
ど
を
建
設

す
る
と
い
う
も
の
で
、『　

世
紀
型
ま

２１

ち
づ
く
り
』
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
注
目
を
集
め
そ
う
で
あ
る
。

　

飛
騨
古
川
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

併
が
最
も
多
く
採
用
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
組
合
は
精
神
的
つ
な
が

り
を
も
つ
組
織
で
す
。
合
併
組
合
間

の
合
併
比
率
を
決
め
る
場
合
、
資
産

を
評
価
し
合
い
、
現
在
の
出
資
証
券

を
返
還
し
、
新
組
合
の
出
資
証
券
と

交
換
す
る
際
の
比
率
に
抵
抗
感
を
も

つ
こ
と
が
よ
く
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

結
論
か
ら
言
う
と
、
合
併
比
率
は

で
き
る
限
り
「
一
対
一
」
と
し
、
資

産
を
持
つ
組
合
間
で
は
合
併
が
最
も

合
理
的
だ
と
思
い
ま
す
。

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ

‐m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
安
田
真
也

　

平
成　

年
度
の
卒
業
予
定
者
の
採

１４

用
・
就
職
活
動
に
当
た
っ
て
は
、
企

業
側
が
「
平
成　

年
度
新
規
学
卒
者

１４

の
採
用
・
選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫

理
憲
章
」、
大
学
側
が
「
平
成　

年
度

１４

大
学
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学

校
卒
業
予
定
者
に
係
る
就
職
に
つ
い

て
（
申
合
せ
）」
を
そ
れ
ぞ
れ
定
め
、

双
方
が
こ
れ
ら
を
尊
重
す
る
こ
と
で

合
意
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
厚
生
労
働
省
は
、

倫
理
憲
章
及
び
申
合
せ
の
周
知
を
図

る
と
と
も
に
、
大
学
等
卒
業
予
定
者

の
適
正
な
採
用
・
就
職
活
動
が
行
わ

れ
る
よ
う
、
求
人
就
職
の
秩
序
の
維

持
、
公
平
・
公
正
な
採
用
の
確
保
、

採
用
内
定
取
消
し
の
防
止
等
に
努
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

公
平
・
公
正
な
採
用
の
確
保
等
に

つ
い
て
、
公
共
職
業
安
定
機
関
と
し

て
は
、
事
業
主
に
対
し
、
公
平
・
公

飛
騨
古
川
の『　

世
紀
型
ま
ち
づ
く
り
』

21

― 
吉
城
郡
古
川
町 
―

　

合
併
に
よ
り
消
滅
す
る
組
合
は
解

散
し
ま
す
が
、
消
滅
組
合
の
資
産
、

負
債
の
す
べ
て
を
存
続
組
合
又
は
新

設
組
合
が
引
き
継
ぐ
た
め
、
清
算
を

必
要
と
し
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
は
合

正
な
採
用
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
次

の
点
に
つ
い
て
理
解
の
促
進
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

①
倫
理
憲
章
及
び
申
合
せ
並
び
に

公
共
職
業
安
定
機
関
の
取
扱
い
日
程

の
周
知
を
図
る
こ
と
②
高
校
卒
業
予

定
者
等
の
安
定
的
な
採
用
の
確
保
を

図
る
こ
と
③
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

の
趣
旨
に
沿
っ
た
採
用
活
動
を
行
う

こ
と
④
学
生
の
自
由
な
就
職
活
動
を

妨
げ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
⑤
募
集

の
中
止
及
び
募
集
人
員
の
削
減
、
採

用
内
定
取
消
し
並
び
に
入
職
時
期
繰

下
げ
が
生
じ
な
い
よ
う
、
的
確
な
採

用
計
画
に
基
づ
い
て
採
用
内
定
を
行

う
こ
と
⑥
未
就
職
卒
業
者
に
つ
い
て

も
、
新
規
学
卒
者
と
同
様
の
応
募
機

会
を
確
保
す
る
こ
と－

で
す
。

　

組
合
及
び
組
合
員
企
業
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

組
合
の
統
合
、合
併
に
つ
い
て

を
利
用
で
き
る
「
高
度
情
報
セ
ン

タ
ー
」
の
整
備
計
画
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
町
内
を
流
れ
る
荒
城
川

両
岸
に
約
百
本
の
桜
を
植
樹
し
、
昔

な
が
ら
の
景
観
を
取
り
戻
し
、
増
島

城
跡
を
利
用
し
た
公
園
整
備
事
業
も

併
せ
て
進
め
る
。

　

観
光
客
を
迎
え
る
玄
関
口
や
町
民

の
憩
い
の
場
と
な
る
公
園
・
施
設
整

備
を
進
め
、「
賑
わ
い
を
創
出
す
る
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
今
後
、
伝

統
と
最
新
技
術
が
共
存
し
た
『　

世
２１

紀
型
ま
ち
づ
く
り
』
の
モ
デ
ル
に
な

る
は
ず
で
あ
る
。

平
成　

年
度
の
大
学
等
卒
業
予
定
者
の

14
就
職
・
採
用
活
動
に
係
る
取
扱
い
等
に
つ
い
て



　
〈
十
一
月
中
〉

１
日　

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐
阜
第

四
回
調
整
会
議
（
県
民
ふ
れ
あ
い

会
館
）

２
日　

飛
騨
地
域
交
流
会
（
飛
騨
総

合
庁
舎
）

３
〜
４
日　

美
濃
焼
窯
場
め
ぐ
り

（
多
治
見
市
市
之
倉
町
ほ
か
）

６
日　

経
済
団
体
と
の
懇
談
会
（
名

古
屋
市
）

７
〜
９
日　

二
〇
〇
二
年
春
物
新
作

念
式
典
（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

日　

岐
阜
県
金
属
工
業
団
地
）
協

１６
（
創
立　

周
年
記
念
式
典
（
岐
阜

４０

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

　

日　

ベ
ン
チ
ャ
ー
ふ
れ
あ
い
の
場

２１
開
催
事
業
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

第　

回
岐
阜
県
職
業
能
力
開

２２

２２

発
促
進
大
会
（
未
来
会
館
）

　

日　

全
国
中
央
会
創
立　

周
年
記

２９

４５

念
式
典
（
東
京
都
）

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L
http://w

w
w
.chuokaigifu.or.jp/

  
 
 
‐        
 
 
        
‐           

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokaigifu.or.jp

      
       
‐          

展
示
受
注
会
（
グ
ラ
ン
パ
レ
ホ
テ

ル
）

　

〜　

日　

全
国
銘
木
展
示
全
国
大

１１

１５
会
（
県
銘
木　

市
場
内
）

（協）

　

日　

二
〇
〇
一
異
業
種
交
流

１２
フ
ォ
ー
ラ
ム　

ぎ
ふ（
未
来
会
館
）

in

　

日　

全
国
銘
木
展
示
全
国
大
会
記

１３
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が
多
く
、
資
金
使
途
は
約
九
割
が
運

転
資
金
と
な
っ
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
県
経
営
支
援
課
・

℡
〇
五
八
（
二
七
二
）
一
一
一
一

（
内
線
三
〇
七
六
、
三
〇
七
七
）
ま

で
。

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の

『
創
立　

周
年
記
念
式
典
』
が
十
一

４５

月
二
十
九
日
に
東
京
都
の
虎
ノ
門
パ

ス
ト
ラ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

式
典
で
は
、
中
央
会
の
組
織
強
化

と
事
業
活
発
化
に
尽
力
し
、
中
央
会

の
発
展
と
中
小
企
業
の
振
興
に
多
大

な
功
績
の
あ
っ
た
功
労
者
二
百
五
十

四
人
を
表
彰
し
た
。

　

岐
阜
県
中
央
会
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
。

　

岐
阜
労
働
局
で
は
、「
岐
阜
県
最
低

賃
金
」
と
「
産
業
別
最
低
賃
金
」
の

①
紡
績
業
②
電
気
機
械
器
具
製
造
業

③
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
④
航

空
機
・
同
附
属
品
製
造
業
の
最
低
賃

金
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
岐
阜
県
の
最
低
賃
金
は
左

表
「
岐
阜
県
で
適
用
す
る
最
低
賃
金

一
覧
」
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
も

含
め
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
岐
阜
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
〔
岐
阜
市
金
竜
町
五－

十
三　

℡
・
〇
五
八
（
二
四
五
）
八

一
〇
四
〕
又
は
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

　

も
し
く
は
中
央
会
調
査
労
働
チ
ー

ム　

℡
・
〇
五
八
（
二
七
七
）
一
一

〇
三
ま
で
。

中
央
会
功
労
者
を
表
彰

全
国
中
央
会
創
立　

周
年
記
念
式
典

45

　

当
初
の
申
し
込
み
は
、
業
種
別
で

は
陶
磁
器
、
食
料
品
、
刃
物
・
金
属

　

県
は
、
中
小
企
業
へ
の
金
融
支
援

の
た
め
十
月
十
八
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
『
経
済
変
動
緊
急
対
策
特
別
融

資
制
度
』
の
融
資
枠
（
十
三
年
度
分
）

を
百
億
円
か
ら
四
百
五
十
億
円
に
拡

大
す
る
方
針
を
示
し
た
。
貸
し
付
け

内
容
に
変
更
は
な
い
。

　

当
初
の
百
億
円
枠
は
、
中
小
企
業

の
厳
し
い
経
済
情
勢
を
反
映
し
、
運

用
開
始
五
日
で
申
し
込
み
金
額
が
二

百
億
円
を
突
破
。
十
月
末
現
在
で
は

千
九
百
件
、
約
三
百
四
十
億
円
と
、

申
し
込
み
が
殺
到
し
た
こ
と
も
あ
り
、

中
小
企
業
の
実
情
に
対
応
し
早
急
に

融
資
枠
を
増
額
す
る
方
針
と
な
っ
て

い
る
。

岐
阜
県
の
最
低
賃
金

産
業
別
最
賃
は　

月　

日
か
ら

12

21

融
資
枠
四
百
五
十
億
円
に
拡
大

経
済
変
動
緊
急
対
策
特
別
融
資
制
度

《
経
済
産
業
大
臣
表
彰
》

【
中
央
会
専
従
職
員
】

　

石
田
泰
男
（
事
務
局
長
）

《
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
》

【
都
道
府
県
中
央
会
役
員
】

岡
本
太
右
衛
門
（
中
央
会
副
会
長
・

岐
阜
県
鋳
物
工
業　

理
事
長
）

（協）

【
中
央
会
専
従
役
職
員
】

松
野
信
一
、
三
宅
利
勝
、
池
田
眞

澄
、
安
達
洋
子
、
武
田
京
子

�
…『
さ
わ
ぐ
心
に
ブ
レ
ー
キ
か
け
て　

年
末
年
始
も
ゼ
ロ
災
害
』　

平
成　

年　

月　

日
〜
平
成　

年
１
月　

日
は
、

13

12

15

14

15

　
　
「
年
末
年
始
無
災
害
運
動
」実
施
期
間
で
す
。


